
シリーズ OR 関係雑誌の横顔(1)

OR全般の雑誌

本誌の“文献紹介"のベージは，今年からは広範囲の雑誌に出た論文

の紹介をしている.雑誌の種類は増える一方だから，それぞれがどんな

性格のものか，どこから出ているのか知らないものもあろうし， OR の

勉強をはじめたばかりの学生諸君には不案内のものばかりでもあろう.

そこでこれから数回の予定で，かなりの偏見もまじるかもしれないが，

おもなものだけでも紹介してゆく.今回は，おもな国のOR学会誌を中

心に， OR全般にわたるものを，インフォーマルな座談を通じて紹介す

る.これに参加したのは，青沼龍雄， 竹田英二， 真鍋龍太郎(神戸商科

大学)，寺岡義伸(航路工業大学)の 4 名で， 真鍋がこの記事の形にとり

まとめた.

理論的な Operαtions Reseαrch 

問題意識の強い Mαnagement Science 

P : Operations Resea1"Ch( 以下 OR と世帯す)はすごく特

徴がある.どちらかというと数学的ですね.ガッチリし

た論文が多い. Queueが多いですね.問題意識よりも数

理的なほうに重点がおかれていて，問題自身がマネジメ

ントとどう関連しているかがぼけているものもある.反

面，アルゴリズムや理論はしっかりしているようだ.

R: これからは，今年から出ている Mathematics of OR 

(次回話題にする予定)にぐんと数学的なものがまわるで

しょうか• Managem""t Science(MS と略す)はやや変

わりしましたからね.

S: それで数学が少しは減るでしょうかねェ.

Q: 前にどこかに書いでありましたね， OR は専門家内

今回取り上げた雑諒

今回話題にする雑誌名と，発行者，発行頻度，自iJil]の

年などをまず挙げておく，以下では雑誌名を斜体で示す

ことにする.

Operatiolls R白earch， アメリカ OR学会(ORSA)，年

6 回， 1952年創干1].

Management Seience, The Institute of Management 

Sciences( TIMS)，アメリカ，年 12回， 1954年.

Interfaces , TIMS. ORSA 共同， 1971年創刊.

Operational Research Qua1'terly， イギリス OR学会

(ORS)，年 4 回， 1950年.

OMEGA, the InternationaI JournaI of Management 
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きで，これに対する反発として MS がで、きたと.

P: とにかく ORにはアメリカの学会の段高の論文がの

るんですね.

S たしかにそうでしょうね. ORSA の Bulletin を見

ると春秋の各大会の発表数は 500 以上でしょ.その中で

Science , Pergamon Press Ltd. ，イギリス， �6 

IclJ, 1973~ô. 

Zeitsch1'ift j;'11' 0ρerations Research, ドイツ OR学会

(DGOR)，年 6 回理論と応用の号が交互， J956年.

Revue Fran軋ise d' Automatique Info門natique Recherｭ

che Operationnelle， プランス・サイバ不ティック

ス・経済・技術学会， 年 12回のうち 3 冊がOR(表

紙緑)， 1967年.

INFOR , the Canadian Journal of Operational Reｭ

search and Information Processing，カナダOR

学会・カナダ情報処理学会，年 3 1B/， 1963年.

Naval Research Logistics Quartelカ， Office of N aｭ

vaI Research，アメリカ，年 41Q I ， 1954年.
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ここに出るのはわずかだから.

でも本当にORをやっている人はORの雑誌は読まな

い，自分がやっている分野や業界のものを読んで、いると

百った人がし、ました.

P: 方法論としてしっかりしたもの， ORを手法中心に

考えた概念で、まとめたとし、う論文誌らしいですね.

S : PERTの最初の論文は 1958年にこれに出たでしょ.

ああいうものは全然なくなりましたねェ.

R: 新しいアイデアよりも，拡張してどんどん出てくる

論文が多くてむずかしい.それと 2 ， 3 年前に字が小さく

なってからは読みにくいですね.雑誌のカラーというの

はみんなハッキリしてますね• OR にのるのはみんな同

じようだしこれのをポンと!っMSにのせたら全然へ

ンになるしね. Operational Research Quartedy (OR 

Q) も OMEGA もそれぞれだしね.

Q: とくに最近 OR と MS の差がはっきりしてきた.

S :MS は Theory と Application に分けて毎月交互だ

ったのをやめて， 今年から l 本にしましたね. ORSA 

と TIMS で出す Mathematics of OR に数学的なものを

1'11すかららしい.もうひとつ，この雑誌には論文は 10ペ

ージ前後までという制限がある.

P: この綿誌の論文は問題意識がすごくありますね.

S 去年までの Theory の号でもそうむずかしくなかっ

た.

P:MS は編集にいろんな人が加わってますね• OR と

ちがってビジネス・スグーんの人などもいる.学会誌だ

けど実務の人が読んでし、L、と思いますね

もっと読まれていい Interfaces

S そういう点では Interfaces もし、し、ですね.

P: これは OR/MS とは何かとか， OR教育はどうした

らいし、かとかを勉強するには非常にし、L、論文がある.

S 論文以外にもし、し、ものがある.たとえば， トップと

のインタビュ-， Vaszonyi 担当の Information System 

in Management Science と L 、うページとか around

the model というコラムとか…

S: 経日科学， OR，システム分析とは何かとか，フィ

ロソフィーとかコンセプトとか，そういう教誌を身につ

けるにはJì" ，'引こいい.できるだけ多く読んでもらいたい

し日本語にして紹介したらし、L 、と思います.

特集みたいにして，あるテーマで‘追っかけて要約のよ

うにして出したらおもしろいね.

S それからもうひとつ. 2 年前から年に l 度 TIMS

の経営科学の Practice とし寸分科会が主催で，現実に

結果が実行された研究の論文のコンテストがあって，そ

の入選者の 8篇ほどの別冊が出る.実際に行なわれてい

1976 年 8 月号

ることが条件ですから，つまらない簡単な手法でも大切

なことが書かれている.

R: 知らなかったなあ，こんな雑誌.

P: 会員にくれるんですよね， TIMS と ORSA の.

実務家向きの OR QUαrterly 

S: つぎに歴史が一番古い OR Quarterly を'…・・

P: 背見ていたんだけと'ねェ，コントリピューションし

たというよりも，自分でこれだけやったけどよかった，

とかいうものが多くて，論文を書くのにはあまり役に立

たない.ちょっと僕は最近のことは知らないけど.

R: ケース・オリエンテッドな論文が多いですね.

S: ケースと理論とを 1 冊の中にセクションに分けての

せてます.実際的ということは，編集方針にはっきり書

いてあります.主として practioners of OR 向けで，

ORの発展がわかるような good practical case studies 

を出すことを勧めると言っている.去年の IFORS のパ

ーティーで Kinard 女史と話す機会があったが too

mathematical , too theoretical なものは受理しないとい

うことです.

S 僕はORの授業で，論文を 2 ， 3 コピーして課題を

与えてレポートを書かせますが，そこで使うのはたいて

い ORQ です.たまに MS. 簡単に LP やマルコフ連鎖、

を話しておくだけで読ませられるものもあるから，

R: 問題になっているところを知るにはいいですね.

Q: 私は全然、読んでなくて・-一.

S: そう，あなた向きではない.

R:ORQ の Book Selection のベージ， Interfaces の

Book Review はし、し、ですね， くわしい書評で.

S: 外国の人の書評はかならずしもほめないで正直に書

くからいいですよ.参考になる.ひとつの本について OR

Q と Interfaces の両方に出て，見方が違ったりして.

R: 雑誌の巻末に周辺の雑誌の目次がよくのりますね.

あれば便利です.

S: 広告ですね.日本でも，本誌と「数理科学」と広告
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の交換をはじめました. 6 月号

から.

新しい経営科学誌 OMEGA

S:ORQに続いて，性格の似て

いる OMEGA を.本当に驚くこ

とは Samuel Eilon 編集長が

毎号冒頭に論説を書くことで

す.むずかしいけどおもしろ

い.その反響がそのつぎのベージにある feedback につ

ぎの号あたりからどんどん投書されてきてのる.たとえ

ば ORQ にだれかがORの社会的責任について論じた

ら， Eilon がそれから論説を書き，それへの討論が feed

back のページにと，

P: どういうねらいの雑誌ですか.応用したなんてのは

ないんでしょ.問題のありかたを議論するんですか.

S: いや応用からのが多いしいろいろある.

R: うんと大きなやつね.

S 問題点を列挙して概念をきちんと整理するというこ

とをやった論文もある.たとえば病院の看護婦の要員計

画についてのものがあった.年間，月間の雇用計画と毎

日のシフトのマネジメントの計画の 3 段階でどういう情

報が要り，どういう要因が互いにからみ合い，そのシス

テムのマネジメントの評価をどうするか，ということを

整理しであった.看護婦の要員計画システムの設計書の

第 1 段階のようなものです.設計もしているらしいが，

ここには入ってない.学生にも読ませました.

R: 大きなことが書いてあって， くわしくは参考文献へ

とし、うようだ.

P: 大きなことって何ですか.たとえば理論的なことで

すか，コンセプチュアルなことですか.

S: シミュレーションをやると，何のためにしたかと

か，どういうものを変数にしたか，コントロールにとっ

たか，その結果をどう利用するかとか.

P: 1 つ 1 つ問題を解析するためにどういうことを考え

なくてはいけなし、かを中心に議論しているんですか.

R: 解析はあんまりないですね.

P: たとえばどうし寸要素を取り上げなければならない

とか，評価基準は何にするかとかですか.

S: 編集方針では original contribution から総合報

告まで.それから，手法の批判的な展望をのせると言っ

てます.たとえば最近では Geoffrion の整数計画法の総

合報告があります.数式はほとんど使ってない.

P: 研究の概念的なもの?

S: 論文は多いけど，実用的には 2 ， 3 を除いて進歩は

見られないとハッキリ批判している.割にばからしい諭
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文もあるところは，まだ 4 年目で、寄稿者の持つ性格もま

だ固定していないためかもしれない.

P: 編集長はプロプレム・オリエンテッドなんですね.

Churchman も editor に入っているくらいだから.

S この 2 冊は大学のほ1書館で取っていたら，おもしろ

いことに，個人専用は半額以下で、す• ORQ は 45 ドノレを

25 ドノレに ， OMEGA は85 ド、ノレを 25 ドノレにするんですよ.

ロジスティックスの雑誌 NRLQ

S : Naval Research Logistic Quarterly(NRLQ)はロ

ジスティックス関係の論文をのせると百つでも，結局O

R全般にわたりますね.

P: だけど狭いORですね.システムというのは出てこ

ない.小さい問題です.

S 探索，ゲーム生産，在庫，スケジュールとか.

Q: スケジューノレと言っても小さいのね.

P :ONR からの援助の研究の論文が比較的多い. 11二と

っていたんですよ，安かったから. 1 ， 000円しなかった.

Q: これは独特の活字ですね.サイズが大きいし，日本

の規格とちがうからコピーがとりにくい.

独，仏，加の学会誌

S : Zeitschrift f� OR は( 1971年での ) Unternehｭ

mensforschung と百ったころ， ドイツ語の勉強にと思っ

てとりはじめたんで‘すが，英語の論文がどんとーんふえた

のと，大学で買いはじめたのでやめてしまった.しかし

最近はドイツでも ORが盛んになって，またほとんどが

ドイツ語の論文になってきた.

R: フランスの Revue... ー・は合併したんでしたね学会

が. OR と情報理論とかが.カナダはOR と情報処理と

2 つの学会が共同で、出している.

P: フランスのは僕は Abadie の論文しか見てない.

CORSJ( IN FOR の 1969年までの誌名)はレベルが低か

ったで、すねェ.

S : ~、やこのごろはそうではない • MS がカナ夕、の控トヰ

科学の特集の別冊を出したが，かなり実施のレヘノレは尚

い.アメリカの大学を出た人がどんどんいっている.

Q: フランス語で、書かれると日本では読む人が少ないで

しょうね.

S 最近ドイツ語で書かれた数科書をよく見るし， Danｭ

tzig の LP の大冊の独訳までだし、ぶ前からある.

R: フランスもあまり外国語を使いませんね.

P: フランスのはこの号だけでは性格はわからない.

R : Revue は号ごとに内科がちがって，年 12冊のうち表

紙が緑の 3 怖がORで，あとは数値計算とか情報とか.

P: これらの雑誌からの引用はあまりありませんね.
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S: この他に文献紹介のリストにある OR学会誌は，

New Zωla舟d OR , Opsearch(インド}とかベルギーで

すね.

Q : DeGroot の Optimal Stat�t�al Decisio誌を見

て，何から引用されているかちょっと調べたけど， OR

は OR と MS ですね. あとは統計関係のもの.それと

残念なのはお本の学会誌がほとんど引用されてない.

Wagner の Principles of OR を見てもそうだなー

P: そういう点ではお本のOR というのはあまり活躍し

てないんでずね.

Q: 日本の人で外国誌に出している人もいる.

S: よそに出すのは，それだけ評!速が高くなるという日

本溺内の風潮にもよるんでしょ.

3 樺換えるのなら00を

S: 編集婆員が文献紹介のためにリストしたOR周辺の

雑誌は90あまりになるんですよ.

R: ョーヶありますねェ.これだけあったら兇てゆくの

は大変だ.

Q: 文献を減らす努力が婆りますよね.

R: I 日仕事ですからね，閣議員11に入ってバッタナンバ

ーたちょっと見るのも.

一一一文部だより

S: だから，抄銀総のような 2 次文献が要るんですね.

Q: これからあんまり読まないようにして..，・

P: あんまりいろんなこと見てたら何もできない.

Q: この中でチラッと見ているのは MS と ORQ でしょ

うか.

P: ふだん見てなきゃいけないのはどれとどれでしょう

ねェ.理主義をやっていると ORQ を引用するのはめった

に出てこない.理論家としてはやっぱり ORは入る，ヲ i

ffl されることが多いから‘それに MS.

S: 実際的になると οRQ とか OMEGA.

P: 1 つだけ推薦ぜよと設われたら ， MS だけを見てお

いて，あとはそこでの引用をさぐってよそを見る.

Q: ある先生に 3 f前揃えておくとしたら，と開いたら，

OR, MS, NRLQ だった.

P: やはちご専門の関係ですね.

S : 3 冊と言ったら，僕は ORを除きますよ.これはど

こにでもあるから. MS, ORQ, OMEGA だな.

Q:ο2ミはOR以外の専門の入も借りにきますよ.

P: 聖堂織を OR に，その応用や問題からの議論文をMSに

出す人がいるから，機えるなら湾方をねェ‘

(次l悶は ORの専門分野ごとの雑誌を取り上げて， 10月

か 11 月号に掲載の予定です. ) 

1 9 ? 5 年度支部報告
昨年度の事業・会員十報告号事が各支部から擬出され， さ

る 5 月 21 肢の理事会で法認されました.そのすべてをご

なるようですが，下の淡マは一緒にし， l!ll数だけ記しま

した. (単位円)

紹介する余浴はありませんので，かいつまんでご紹介し 中部支部の役員名は 7 月号所載の岡支部の支部だより

ます.各支部とも独自の研究・普及活動会活発につづけ でお知らせしてありますが，他の支部についても，誌間

ており，問じ「研究会j といっても若干ニュアンスは呉 の総合がつき次第， j総次お知らせする予定です.

i 事業報告・計画rÎ (上段目0年度・下段51年度 50 年度決算 51 年度予算
支部名トー一一一一一…一一一一一一一一叩一一一 …一一十一一一一一一一一一寸一一…町一一一一一

;講演会(研究会{鯛会(脱会;献会(支部炎;収 入!支 出!交付金桝総
加地獄失

北海滋 I ~ 1_¥i _ � '" H'~，_，' I .~~ _><  I .A' ___ I .__ ^^_ I 
2 13~41 2 ií北大 182， 541 I 121 , 350 I 178，∞の 416， 276
2 4 滑関彩

米北 I '~.::-:， =.L:: I .. _ . __ I . _, '-_ I ,__ _^_ I 
3 4 I (東北電カ) I 113, 1721 101 , 645 I 164, 000 I 210, 193 

I 6ωI 2 付 2 依悶 治
中部 I _ . _ I ...… 

I 2 ~ 3 I 数段J(め i 3 (ニ 1 ~2 I ! (名工大) I 29ヲ， 286 I 260, 108 I 3ラ8， 000 I 452, 008 
12扇丁一一一 i 一一一一一…下一今一 j 主総一天 j- 一一一丁一一一丁一一一一一一一←一

関凶 i 州 I 1付京大)1 ラ牝 437 I 613, 920 I 桝，∞。， 659, 256 

中国・ 5 2 丸山賢三郎
四国 I 4 I 6 I (中関電力) I 239, 285 1 228, 641 I 24ふ 000 I 274，呂76

ij l;(:l l i ( i 三上 派 I 173, 3691 69, 8971 [UL 大) I 173, 369 I 69, 897 1 140, 000 I 150, 000 

{イ)他に研究発表会{発表12件，特別講演 1) (ロ)他iこ研究発表会l[tll 付懇親ハイキング村内 2 問はハイキング

的研究講演会(t8 ?!3jミJlEが定められる)付支部大会的 41'ìj(士九州、1. 4 fnlは福間 例交付金とは支部の人民に応
じて本部より交付される交付金所泌に前期繰越金引2， 754
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